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はじめに

旭川市教育委員会では，児童生徒の確かな学力の育成に向け「令和４年度旭川市確

かな学力育成プラン」を策定し，「学びを深める授業づくり」，「落ち着いた学級づく

り」及び「望ましい学習習慣づくり」の３つの指導の重点を示して，各学校において，

学力向上に向けた共通した取組を推進するよう努めております。

このような中，令和４年７月に，国から令和４年度全国学力・学習状況調査結果の

提供を受け，本調査の実施要領に示されている「調査の目的」及び「調査結果の取扱

いに関する配慮事項」などを踏まえ，この度，本市の結果を報告書として取りまとめ

ました。

本報告書は，教科では，「国語」，「算数・数学」，「理科」の領域等別や設問ごとの

正答や誤答の状況を把握し，成果と課題を明らかにするとともに，小中連携・一貫教

育の視点から，９年間で身に付けさせたい力を「９年間の視点」として示しておりま

す。児童生徒質問紙調査では，質問項目について，国立教育政策研究所の分類をもと

に，本市の３つの指導の重点ごとに整理し，回答状況や各教科の正答率と学習習慣・

生活習慣との相関関係について分析しております。

本調査において課題が見られた設問や，改善が必要と考えられる質問項目等につい

ては，各学校の指導や取組の一層の充実に向け，指導の重点「学びを深める授業づく

り」のキーワードである「ＩＣＴの活用による学習内容の確実な定着」に資するよう，

一人一台端末を活用した学習場面例を示すなどの改善を図りました。

また，課題となる設問については，児童生徒に確実な定着を図るため，授業等で活

用できる「旭川市学力向上学習プリント集」を別冊資料として作成しました。

各学校においては，「令和４年度旭川市確かな学力育成プラン」を踏まえるととも

に，本報告書及び，「旭川市学力向上プリント集」を十分に御活用いただき，児童生

徒の学力向上に向け，継続的な検証改善サイクルを確立していただくことを期待しま

す。

令和４年１１月

旭川市教育委員会教育長

野 﨑 幸 宏



〔目 次〕

１ 調査の概要 … １
(１) 調査の目的
(２) 調査の対象
(３) 調査事項及び手法

①児童生徒に対する調査
②学校に対する質問紙調査

(４) 調査日
(５) 調査に参加した学校数，児童・生徒数

２ 教科に関する調査結果の概要
(１) 小学校各教科 … ２
(２) 中学校各教科 … ３
(３) 小学校国語 … ４
(４) 中学校国語 … ５
(５) 小学校算数 … ６
(６) 中学校数学 … ７
(７) 小学校理科 … ８
(８) 中学校理科 … ９

３ 教科に関する調査結果の課題の改善策
(１) 国語 課題の改善策１～４ …１０
(２) 算数・数学 課題の改善策１～４ …１４
(３) 理科 課題の改善策１～４ …１８

４ 児童生徒質問紙調査結果の概要
(１) 質問項目の分類の考え方 …２２
(２) 分析結果の整理
(３) クロス集計
(４) 旭川の子どもたちの概況 …２３
(５) 小学校 …２４

①「学びを深める授業づくり」について
②「落ち着いた学級づくり」について
③「望ましい学習習慣づくり」について

(６) 中学校 …２６
①「学びを深める授業づくり」について
②「落ち着いた学級づくり」について
③「望ましい学習習慣づくり」について

５ 児童生徒質問紙調査結果の課題の改善策
(１) 生活習慣・学習習慣 課題の改善策１～４ …２８



- 1 -

１ 調査の概要

(1) 調査の目的

○ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の

学力や学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を

図るとともに，学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等

に役立てる。さらに，そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改

善サイクルを確立する。

(2) 調査の対象

○ 小学校第６学年及び中学校第３学年の児童生徒

(3) 調査事項及び手法

① 児童生徒に対する調査

ア 教科に関する調査

小学校：国語，算数，理科

中学校：国語，数学，理科

国語，算数・数学，理科は，それぞれ次の(ｱ)と(ｲ)を一体的に出題。

(ｱ)身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容

や，実生活において不可欠であり常に活用できるようになっている

ことが望ましい知識・技能など

(ｲ)知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決

のための構想を立て実践し評価・改善する力などに関わる内容

イ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する調査

② 学校に対する質問紙調査

指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査

(4) 調査日

令和４年４月１９日（火）

(5) 調査に参加した学校数，児童・生徒数

校 種 学校数 児童・生徒数

小学校 ５１校 ２,０９７人

中学校 ２６校 ２,０５５人

※児童・生徒数は，教科に関する調査及び質問紙調査のうち，回収した解答（回答）

用紙が最も多かったもの
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２ 教科に関する調査結果の概要
(1) 小学校各教科
① 全教科領域別の状況

※（本市の平均正答率）÷（全国の平均正答率）×１００で算出

※「」内の数は，対象問題数（領域等が重複する問題もあります）

② 各教科の正答数の状況
ア 正答数の分布 イ 正答数の少ない層の割合 ウ 正答数の多い層の割合

＜国語＞

0

＜算数＞

＜理科＞

※「正答数の少ない層」は，正答数を４つの階層に分けたうち，全国の「正答数の少ない層（下位２５％）」と同じ範囲に含まれる児童の割合を表しています。
※「正答数の多い層」は，正答数を４つの階層に分けたうち，全国の「正答数の多い層（上位２５％）」と同じ範囲に含まれる児童の割合を表しています。

③ 無解答率の状況

○ 国語については，無解答率が，全国より１．９

低く，北海道より2．１低い。

○ 算数については，無解答率が，全国より０．6

低く，北海道より１．３低い。

○ 理科については，無解答率が，全国より１．４

低く，北海道より１．３低い。

○ 国語の正答数の少ない層【Ａ】に含まれる児童の割合は，北海道より３．１，全国より１．４少ない。正答

数の多い層【Ｂ】に含まれる児童の割合は，北海道より１．３多く，全国より１．１少ない。

○ 算数の正答数の少ない層【Ａ】に含まれる児童の割合は，北海道より１．４少なく，全国より１．５多い。

正答数の多い層【B】に含まれる児童の割合は，北海道より２．３多く，全国より０．９少ない。

○ 理科の正答数の少ない層【Ａ】に含まれる児童の割合は，北海道より４．３，全国より３．７少ない。正答

数の多い層【B】に含まれる児童の割合は，北海道より５．８多く，全国より５．１少ない。

【A】 【B】

【A】 【B】

「５」

「１」

「２」

「６」

「４」

「３」

「５」
６0.0

７0.0

８0.0

110.0

100.0

９0.0

全１３領域等のうち，国語の全ての

領域，算数の「数と計算」，「変化と関

係」，「データの活用」の３領域，理科

の全ての領域において全道を上回っ

ており，国語の「言葉の特徴や使い方

に関する事項」，「我が国の言語文化

に関する事項」の２領域，算数の「数

と計算」の１領域，理科の全ての領域

において全国を上回っている。算数

の「図形」の１領域において全道を下

回っており，国語の「話すこと・聞く

こと」，「書くこと」，「読むこと」の３

領域，算数の「図形」，「変化と関係」，

「データの活用」の３領域において

全国を下回っている。

【A】 【B】

「２」

「４」

「５」

「５」

【A】 【B】

【A】 【B】

「４」「４」

【A】 【B】
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(２) 中学校各教科
① 全教科領域別の状況

※（本市の平均正答率）÷（全国の平均正答率）×１００で算出

※「」内の数は，対象問題数（領域等が重複する問題もあります）

② 各教科の正答数の状況
ア 正答数の分布 イ 正答数の少ない層の割合 ウ 正答数の多い層の割合

＜国語＞

＜数学＞

＜理科＞

※「正答数の少ない層」は，正答数を４つの階層に分けたうち，全国の「正答数の少ない層（下位２５％）」と同じ範囲に含まれる児童の割合を表しています。
※「正答数の多い層」は，正答数を４つの階層に分けたうち，全国の「正答数の多い層（上位２５％）」と同じ範囲に含まれる児童の割合を表しています。

③ 無解答率の状況

全１４領域等のうち，国語の「言葉の特徴や

使い方に関する事項」，「情報の扱い方に関す
る事項」，「話すこと・聞くこと」，「書くこと」
の４領域，数学の「数と式」，理科の「エネル

ギーを柱とする領域」，「粒子を柱とする領
域」の２領域において全道を上回っており，
国語の「言葉の特徴や使い方に関する事項」，

「話すこと・聞くこと」の２領域，理科の「エ
ネルギーを柱とする領域」，「粒子を柱とする
領域」の２領域において全国を上回ってい

る。国語の「我が国の言語文化に関する事
項」，「読むこと」の２領域，数学の「図形」，

「関数」，「データの活用」の３領域，理科の
「生命を柱とする領域」，「地球を柱とする領
域」の２領域において全道を下回っている。

国語の「情報の扱い方に関する事項」，「我が
国の言語文化に関する事項」，「書くこと」，
「読むこと」の４領域，数学の全ての領域，

理科の「生命を柱とする領域」，「地球を柱と
する領域」の２領域において全国を下回って
いる。

○ 国語については，無解答率が，全国より０．２

低く，北海道より０．７低い。

○ 数学については，無解答率が，全国より０．６

高く，北海道より１．０低い。

○ 理科については，無解答率が，全国と同じであ

り，北海道より０．３低い。

○ 国語の正答数の少ない層【Ａ】に含まれる生徒の割合は，北海道より１．２，全国より0．５少ない。正答

数の多い層【Ｂ】に含まれる生徒の割合は，北海道より０．９，全国より０．４多い。

○ 数学の正答数の少ない層【Ａ】に含まれる生徒の割合は，北海道より０．５，全国より４．２多い。正答数

の多い層【B】に含まれる生徒の割合は，北海道より０．３，全国より３．５少ない。

○ 理科の正答数の少ない層【Ａ】に含まれる生徒の割合は，北海道より１．０少なく，全国と同じである。正

答数の多い層【B】に含まれる生徒の割合は，北海道より０．６，全国より１．０少ない。

【A】

【A】

【B】

【B】 【A】 【B】

【A】 【B】

「６」

「６」

「６」

「３」

「５」

「１」

「３」

「１」110.0

100.0

９0.0

８0.0

７0.0

６0.0

【A】 【B】

「３」

「２」

「３」

「３」

「５」

「５」

【A】 【B】
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(３) 小学校国語 （全１４問）

◇相当数の児童ができている設問 ※〔 〕は，本市の平均正答率

１一 話し言葉と書き言葉との違いを理解する【言葉の特徴や使い方に関する事項】〔87.4〕

１三 必要なことを質問し，話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉える【話すこと・聞くこと】〔84.6〕

３四 漢字や仮名の大きさ，配列に注意して書く【我が国の言語文化に関する事項】

＜正答の条件＞ ・４と解答している。

３二 文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付ける【書くこと】

＜正答の条件＞ ・次の条件を満たして解答している。 ＜正答例＞
① 【文章２】のよさについて以下のことを書いている。

a 聞いたことや経験したことをもとにしていること。

b 最後の段落にがんばりたいことを具体的に書いていること。

c a，b 以外のこと。

② 【文章２】から言葉や文を取り上げて書いている。

③ ６０字以上，１００字以内で書いている。

＜多く見られた誤答例＞
・条件②を満たしているが，条件①を満たしていない。

・まったく記述できていない（無解答）。 本課題の改善策については，Ｐ１０へ

◆課題の見られた設問 ※〔 〕は，本市の平均正答率，〔無解答率〕は，高いことが課題

１四 互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い，自分の考えをまとめる【話すこと・聞くこと】〔47.4〕

２二 人物像や物語の全体像を具体的に想像する【読むこと】〔67.3〕〔無解答率：10.5〕

３二 文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付ける【書くこと】

＜小学校で身に付けさせたい力＞

・文章全体の構成や展開が明確に

なっているかなど，文章に対す

る感想や意見を伝え合い，自分

の文章のよいところを見付ける

力（小５，６）

＜中学校へのつながり＞

・根拠の明確さなどについて，読み

手からの助言などを踏まえ，自

分の文章のよい点や改善点を見

いだすこと（中１）

９年間の視点

正答率
35.7％

島谷さんは，「六年生としてがんばりたいこと」を

手紙で伝えたいと思い，（一）を書きました。そして，

相手の読みやすさを考えて（二）のように書き直しま

した。島谷さんが書き直すときに気をつけた内容と

して最も適切なものを，あとの１から４までの中か

ら一つ選んで，その番号を書きましょう。

＜無解答率＞

・１１.７％

わたしの文章のよさは，今年がんばりたいことを伝えるために，南さんの

話や，さいばい委員会の活動で反省したことを書いたり，運動委員として進

めたい新たな活動を，最後のだん落に具体的に書いたりしたところです。

＜条件＞

○ 【文章２】のよさを書くこと。

○ 【文章２】から言葉や文を取り上

げて書くこと。

○ ６０字以上，１００字以内にまと

めて書くこと。

島谷さんは，川口さん
と【文章２】を読み合い，
感想を伝え合いました。
次の【伝え合いの様子の
一部】をよく読み，あとの
問いに答えましょう。

１ とめやはねの書き方

２ 文字の大きさ

３ 文字と文字との間

４ 行の中心

３四 漢字や仮名の大きさ，配列に注意して書く【我が国の言語文化に関する事項】
正答率
83.0％

（問い）島谷さんは，川
口さんと伝え合ったこ
とをもとに，自分の文章
のよさをふり返り，書く
ことにしました。あなた
が島谷さんなら，どのよ
うなよさを書きますか。
次の条件に合わせて書
きましょう。

【伝え合いの様子の一部】

わたしの文章のよさは，自分の経験をもとに書いたところです。五年生の

時のさいばい委員会での自分の活動をもとに六年生で取り組みたいことを

書くことで，がんばりたいという思いを伝えることができました。
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(４) 中学校国語 （全１４問）

◇相当数の生徒ができている設問 ※〔 〕は，本市の平均正答率

２一 助動詞の働きについて理解し，目的に応じて使う 【言葉の特徴や使い方に関する事項】〔82.5〕

２二①② 文脈に即して漢字を正しく書く（のぞく）（よろこんで）【漢字】〔80.5〕〔80.7〕

３二 事象や行為，心情を表す語句について理解する【言葉の特徴や使い方に関する事項】〔83.0〕

４二 漢字の行書の読みやすい書き方について理解する【我が国の言語文化に関する事項】

４三 漢字の行書とそれに調和した仮名の書き方を理解する【我が国の言語文化に関する事項】〔80.1〕

＜正答の条件＞ ・４と解答している。

１三 自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫して話す

【言葉の特徴や使い方に関する事項】

＜正答の条件＞ ・次の条件を満たして解答している。 ＜正答例＞

本課題の改善策については，Ｐ１２へ

◆課題の見られた設問 ※〔 〕は，本市の平均正答率，〔無解答率〕は，高いことが課題

１三 自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫して話す【言葉の特徴や使い方に関する事項】

２三 自分の考えが伝わる文章になるように，根拠を明確にして書く【書くこと】〔46.2〕

３一 表現の技法について理解する【言葉の特徴や使い方に関する事項】〔56.5〕

３四 場面と場面，場面と描写などを結び付けて，内容を解釈する【読むこと】〔72.4〕〔無解答率：14.3〕

４一 行書の特徴を理解する【我が国の言語文化に関する事項】〔37.4〕

＜小学校からのつながり＞

・資料を活用するなどして，自分

の考えが伝わるように表現を工

夫すること（小５，６）

＜中学校で身に付けさせたい力＞

・相手の反応を踏まえながら，自分

の考えが分かりやすく伝わるよ

うに表現を工夫する力（中１）

９年間の視点

正答率
52.5％

【最初に書いた文字】について，

青山さんは「漢字のバランスが

悪い」と述べていますが，その具

体的な内容として最も適切なも

のを，次の１から４までの中か

ら一つ選びなさい。

＜無解答率＞

・１４．７％

「オンラインであっても，相手が話したことに相づちを打

ったり，相手の話を受けてさらに質問をしたりするように意

識することが大事だったのです。」という部分が一番伝えたい

ことなので，他の部分よりも大きく話す。

＜条件１＞

【川口さんのスピーチ】のどの部分をどのように工夫して

話すのかについて，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などに

着目して具体的に書くこと

＜条件２＞

条件1のように話す意図を書くこと

【二人の会話の一部】に――線部③「他の部分も話
し方を工夫してみます。」とありますが，あなたならど
の部分をどのように工夫して話しますか。次の条件１
と条件２にしたがって書きなさい。
なお，読み返して文章を直したいときは，二本線で

消したり行間に書き加えたりしてもかまいません。

１ 画数の多い「夢」が他の文字より小さい。

２ 画数の少ない「希」が他の文字より大きい。

３ 「望」について部首と他の部分が離れすぎて

いる。

４ 「希」と「望」について行の中心がずれている。

私は，自分が一番伝えたいことに着目してもらうために，

「この言葉を聞いてはっとしました。」のあとに少し間を取り

ます。

４二 漢字の行書の読みやすい書き方について理解する【我が国の言語文化に関する事項】 正答率
89.3％

① 【川口さんのスピーチ】の中から，「オンラインで離れた場所にいる人と会話を

すること」という部分以外を具体的に取り上げて書いている。

② ①で取り上げた部分をどのように工夫して話すのかについて，以下の a，bの両方又

はいずれかに着目して具体的に書いている。

a 言葉の抑揚や強弱，間の取り方など音声での表現の仕方に着目した工夫。

b 視線の方向など，a 以外の話し方の工夫。

③ ②のように話す意図を書いている。

＜多く見られた誤答例＞
・条件②，③を満たしているが，条件①を満たしていない。

・条件①，②を満たしているが，条件③を満たしていない。

・まったく記述できていない（無解答）。
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(５) 小学校算数 （全１６問）

◇相当数の児童ができている設問 ※〔 〕内は，本市の平均正答率

１(1) 1050×4を計算する【数と計算】〔93.1〕

４(2) 長方形のプログラムについて，向かい合う辺の長さを書く【図形】

４(2) 長方形のプログラムについて，向かい合う辺の長さを書く【図形】

２(4) 果汁が30％含まれている飲み物に果汁が180mL 入っているときの，飲み物の量の求め方と答えを書く【変化と関係】

◆課題の見られた設問 ※〔 〕内は，本市の平均正答率

２(3) 果汁が含まれている飲み物の量を半分にしたときの，果汁の割合について正しいものを選ぶ【変化と関係】〔22.2〕

２(4) 果汁が30％含まれている飲み物に果汁が180mL入っているときの，飲み物の量の求め方と答えを書く【変化と関係】

４(4) 示されたプログラムでかくことができる図形を選ぶ【図形】〔52.4〕

＜小学校で身に付けさせたい力＞

・問題場面の数量の関係

に着目し，基準量，比

較量，割合の関係や，

伴って変わる２つの数

量の関係について考察

する力（小６）

＜中学校へのつながり＞

・具体的に事象を考察す

ることを通して，関数

関係を見いだし考察し

表現する力（中１）

９年間の視点

正答率
82.7％

正答率
42.8％

＜正答の条件＞

・○ア ３と解答している，○イ ５と解答している。

＜正答の条件＞
次の①，②全てを書き，答えを600と書いている。

① 180mLが 30mLの６倍であることを求める式や言葉

② 果汁の量が６倍になると飲み物の量も６倍になることを用い

て，果汁の量が180mLのときの飲み物の量を求める式や言葉

＜過去の調査問題＞

＜無解答率＞

・４．２％

＜正答例＞ 果汁の量は，180÷30＝6で，６倍になっています。果汁の量が６倍になると飲み物の量も６倍になるので，飲み物の量は，100×6

で600mLになります。

本課題の改善策については，Ｐ１７へ
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(６) 中学校数学 （全１４問）

ＡＳ

７(1) コマ回し大会で使用するコマをヒストグラムの特徴を基に選び，選んだ理由を説明する【データの活用】

◇相当数の生徒ができている設問 ※〔 〕内は，本市の平均正答率

２ 連立二元一次方程式 を解く【数と式】〔72.6〕

５ 容器のふたを投げたときに下向きになる確率を選ぶ【データの活用】

５ 容器のふたを投げたときに下向きになる確率を選ぶ【データの活用】

＜正答の条件＞
二つのヒストグラムを比較して，次のことについて記述しているもの。

・アを選択した場合
次の(a)，(b)，(c)のいずれかについて記述している。

(a)コマＡの５５秒以上（又は６０秒以上，又は６５秒以上，又は７０秒以上，又は７５秒以上）の各階級の度数の合計が大きいこと。又は，コマＢの

５５秒以上（又は６０秒以上，又は６５秒以上，又は７０秒以上，又は７５秒以上）の各階級の度数の合計が小さいこと。

(b)コマＡの５５秒未満（又は６０秒未満，又は６５秒未満，又は７０秒未満，又は７５秒未満）の各階級の度数の合計（累積度数）が小さいこと。又

は，コマＢの５５秒未満（又は６０秒未満，又は６５秒未満，又は７０秒未満，又は７５秒未満）の各階級の度数の合計（累積度数）が大きいこと。

(c)コマＡの最大値が大きいこと。又は，コマＢの最大値が小さいこと。

・イを選択した場合
次の(d)，(e)，(f)のいずれかについて記述している。

(d)コマＢの５０秒以上（又は４５秒以上，又は４０秒以上）の各階級の度数の合計が大きいこと。又は，コマＡの５０秒以上（又は４５秒以上，又は

４０秒以上，又は３５秒以上，又は３０秒以上）の各階級の度数の合計が小さいこと。

(e)コマＢの５０秒未満（又は４５秒未満）の各階級の度数の合計（累積度数）が小さいこと。又は，コマＡの５０秒未満（又は４５秒未満，又は４０

秒未満，又は３５秒未満，又は３０秒未満）の各階級の度数の合計（累積度数）が大きいこと。

(f)コマＢの最小値が大きいこと。又は，コマＡの最小値が小さいこと。

◆課題の見られた設問 ※〔 〕内は，本市の平均正答率

１ 42を素因数分解する【数と式】〔36.5〕

７(1) コマ回し大会で使用するコマをヒストグラムの特徴を基に選び，選んだ理由を説明する【データの活用】

８(2) 目標の 300kgを達成するまでの日数を求める方法を説明する【関数】〔34.8〕

９(2) ∠ABEと∠CBFの和が 30°になる理由を示し，∠EBFの大きさがいつでも60°になることの説明を完成する【図形】〔10.6〕

正答率
80.9％

正答率
38.6％

2x＋y＝1

y＝x＋4

＜無解答率＞

・１.４％

＜小学校からのつながり＞
・データの特徴や傾向に着目し

て，代表値などを用いて問題

の結論について判断するとと

もにその妥当性について批判

的に考察する力（小６）

＜中学校で身に付けさせたい力＞
・目的に応じてデータを収集し

て分析し，そのデータの分布

の傾向を読み取り，批判的に

考察し判断する力（中１）

９年間の視点

＜正答の条件＞

・イと解答している。

＜正答例＞
〈アを選択した場合〉

・コマＡの回った時間の方がコ

マＢの回った時間より５５

秒以上の階級の度数の合計

が大きいので，コマＡの方が

より長い時間回りそうなコ

マである。だから，コマ回し

大会ではコマＡを選ぶ。

〈イを選択した場合〉

・コマＢの回った時間の方がコ

マＡの回った時間より５０

秒以上の階級の度数の合計

が大きいので，コマＢの方が

より長い時間回りそうなコ

マである。だから，コマ回し

大会ではコマＢを選ぶ。

本課題の改善策については，Ｐ１６へ
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（７） 小学校理科 （全１７問）

◇相当数の児童ができている設問 ※〔 〕は，本市の平均正答率

１(１)見いだされた問題を基に，観察の記録が誰のものであるかを選ぶ【Ｂ区分「生命」を柱とする領域】

２(１)一定量の液体の体積を適切にはかり取る器具の名称を書く【Ａ区分「粒子」を柱とする領域】〔82.7〕

４(１)冬の天気と気温の変化を基に，問題に対するまとめを選ぶ【Ｂ区分「地球」を柱とする領域】〔82.0〕

１(１)見いだされた問題を基に，観察の記録が誰のものであるかを選ぶ

【Ｂ区分「生命」を柱とする領域】

◆課題の見られた設問 ※〔 〕は，本市の平均正答率，〔無解答率〕は，高いことが課題

２(４)凍った水溶液について，試してみたいことを基に，見いだされた問題を書く【Ａ区分「粒子」を柱とする領域】〔42.2〕〔無解答率：5.4〕

３(１)光の性質を基に，鏡を操作して，指定した的に反射させた日光を当てることができる人を選ぶ【Ａ区分「エネルギー」を柱とする領域】〔31.4〕

３(４)問題に対するまとめから，その根拠を実験の結果を基にして書く【Ａ区分「エネルギー」を柱とする領域】

４(３)結果からいえることは，提示された結果のどこを分析したものなのかを選ぶ【Ｂ区分「地球」を柱とする領域】〔４8.2〕

４(４)鉄棒に付着していた水滴と水の粒は，何が変化したものかを書く【Ｂ区分「地球」を柱とする領域】〔56.6〕

3(４)問題に対するまとめから，その根拠を実験の結果を基にして書く

【Ａ区分「エネルギー」を柱とする領域】

ほかの人たちも，それぞれ次のような【問題】を解決する

ために，ナナホシテントウを観察し，記録しています。

＜正答の条件＞

・４と解答している。

実験の【結果】は，下の表のようになりました。

はなこさんが，下線部のようにまとめたわけを上の

【結果】を使って書きましょう。

＜正答の条件＞ ・次の①，②，③，④の全てを記述している。 ＜正答例＞
① 「黒色のかん」，「黒以外のかん」など，結果のうち，黒色の缶，または，それ以外の缶の色について

言及する趣旨で解答しているもの

② 「４０分後には」，「最後には」など，結果のうち，時間について言及する趣旨で解答しているもの

③ 「２８℃」，「３２℃」など，結果のうち，缶の水の温度について言及する趣旨で解答しているもの

④ 「ほかの色のかんの水の温度よりも高い」，「一番水の温度が高い」など，缶の水の温度を比較する

ことを示す趣旨で解答しているもの

＜多く見られた誤答例＞
・条件①「缶の色」及び④「缶の水の温度の比較」を記述しているが，条件②「時間」及び③「缶の水の温度」を記述していないもの〔22.5〕

・実験の結果を用いず，原因を示す内容で記述しているもの〔18.4〕

本課題の改善策については，Ｐ１９へ

＜無解答率＞
・７．７％

＜小学校で身に付けさせたい力＞
・自然の事物・現象について追究する中で，差異点や共

通点を基に，問題を見いだし，表現する力（小３）

＜中学校へのつながり＞
・問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，

【規則性，関係性，共通点や相違点，分類するための観

点や基準】を見いだして表現すること（中１）

９年間の視点

左の記録は，だれが記録したものと考え

られますか。１から４までの中から１つ

選んで，その番号を書きましょう。

１ ひろしさん ２ みどりさん

３ なつこさん ４ あきらさん

黒色のかんの水の温度は，４０

分後には，３２℃で，ほかの色の

かんの水の温度よりも高いか

ら。

正答率
93.1％

正答率
37.1％
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（８） 中学校理科 （全２１問）

◇相当数の生徒ができている設問 ※〔 〕は，本市の平均正答率

１(２)タッチパネルの反応に水が関係しているかを調べるために，変える条件と変えない条件を適切に設定した実験

操作の組合せを選択する【Ａ区分「エネルギー」を柱とする領域】〔81.5〕

３(１)分子のモデルで表した図を基に，水素の燃焼を化学反応式で表す【Ａ区分「粒子」を柱とする領域】

3(１)分子のモデルで表した図を基に，水素の燃焼を化学反応式で表す

【A区分「粒子」を柱とする領域】
正答率
83.6％

◆課題の見られた設問 ※〔 〕は，本市の平均正答率

２(２)気圧，気温，湿度の変化をグラフから読み取り，雲の種類の変化と関連付けて，適切な天気図を選択する【B区分「地球」を柱とする領域】〔３９.9〕

２(３)上空の気象現象を地上の観測データを用いて推論した考察の妥当性について判断する【B区分「地球」を柱とする領域】〔27.4〕

３(３)水素を燃料として使うしくみの例の全体を働かせるおおもとを指摘する【Ａ区分「エネルギー」「粒子」を柱とする領域】〔23.9〕

５(１)おもりに働く重力とつり合う力の矢印を選択し，その力について説明する【Ａ区分「エネルギー」を柱とする領域】〔13.7〕

６(３)東西方向と南北方向の地層の断面である露頭のスケッチから，地層が傾いている向きを選択する【Ｂ区分「地球」を柱とする領域】

７(１)液体が気体に状態変化することによって温度が下がる身近な現象を選択する【Ａ区分「粒子」を柱とする領域】〔37.1〕

６(３)東西方向と南北方向の地層の断面である露頭のスケッチから，地層が傾いている向きを

選択する 【Ｂ区分「地球」を柱とする領域】

＜正答の条件＞ ・ウと解答している。

＜正答の条件＞
・アと解答 →ルートマップと露頭Ｃ，Ｄのスケッチを関連付けて考察している。このことから，地層の傾きを時間的・空間的な見方を

働かせて，分析して解釈できていると考えられる。

＜多く見られた誤答例＞
・イと解答 →ルートマップと露頭Ｃのスケッチから地層の東西南北の傾きがないことは判断できているが，露頭Ｄの地層の南北方向の

傾きを逆向きに捉えている。

・ウ又はエと解答→露頭Ｄのスケッチの左右は南北方向であるにもかかわらず，

東西方向と捉えている。

本課題の改善策については，Ｐ２１へ

＜無解答率＞
・０.８％

水素の燃焼の化学反応式を，下のアからエまで
の中から１つ選びなさい。

ア ４Ｈ ＋ ２Ｏ → ２Ｈ２０

イ Ｈ ＋ Ｏ → Ｈ ０

ウ ２Ｈ ＋ Ｏ → ２Ｈ Ｏ

エ Ｈ ＋ ０ → Ｈ Ｏ

²

²

²²

²

²

²

² ４４

＜正答＞ ・アと解答している。

＜小学校からのつながり＞
・自然の事物・現象について追究する中で，より妥

当な考えをつくりだし，表現すること（小６）

＜中学校で身に付けさせたい力＞
・問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを

行い，【規則性，関係性，共通点や相違点，分類す

るための観点や基準】を見いだして表現する力

（中１）

９年間の視点

正答率
31.1％
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３ 教科に関する調査結果の課題の改善策

本時の課題設定
につながる既習
事項を確認し，
本時の課題意識
を高めます。

「不
便
」の
価
値
を
見
つ
め
直
す

ふり返り めあて

・提
示
さ
れ
た
条
件
を
意
識
し
て
、
自
分
の

考
え
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。

・引
用
し
た
内
容
を
踏
ま
え
て
、
自
分
の
意

見
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
か
。

筆
者
の
考
え
に
つ
い
て
、
自
分
の
意
見
を

表
現
し
よ
う
。

本授業例は，「旭川市立小・中学校教育課程編成の指針国語編」の資料３－中１－５０に記載の学習内容
３に当たります。

一

答
え
は
三
～
四
文
と
し
、
一
文
目
に
は
、

筆
者
の
考
え
に
賛
成
か
反
対
か
を
明
示

す
る
こ
と
。

二

「
不
便
益
」
の
利
点
が
ま
と
め
ら
れ
た
段

落
か
ら
利
点
を
一
つ
引
用
し
て
記
述
す

る
こ
と
。

三

自
分
の
体
験
を
ま
じ
え
て
自
分
の
意
見

を
記
述
す
る
こ
と
。

【国語の改善策①】

条件を明確にした課題の設定と，条件を満たして解答することができたか

を確認する活動の設定

中・第１学年「『不便』の価値を見つめ直す」 教科書P１７６～

課題の見られた問題の出題の趣旨

小１四 互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い，
自分の考えをまとめることができるかどうかをみる。

小３二 文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよい
ところを見付けることができるかどうかをみる。

中２三 自分の考えが伝わる文章になるように，根拠を明確にし
て書くことができるかどうかをみる。

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！
① 目的に応じた情報を見付けて，文章を書くこと
② 必要な情報と不必要な情報を適切に判断し，取捨選択すること
＜身に付けさせたい資質・能力＞

・条件を満たし，情報を選択して文章を記述する力

「不
便
益
」と
は

不
便
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
よ
さ

〈条件〉

学習指導要領における領域・内容

〔小・第５学年及び第６学年〕話聞オ

〔小・第５学年及び第６学年〕書カ

〔中・第１学年〕(２)イ，書ウ

「不
便
益
」の
具
体
例

・移
動
方
法
に
つ
い
て
の
事
例

・施
設
の
デ
ザ
イ
ン
の
事
例

・工
場
の
生
産
方
式
の
事
例

➾

こ
の
三
つ
の
段
落
で
示
さ
れ
た
利
点
が

整
理
さ
れ
た
段
落
は
？

私
は
筆
者
の
考
え
に
賛
成
で
す
。
筆
者
は
、
「
不
便

益
」
の
利
点
の
一
つ
と
し
て
「
取
り
組
む
時
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
高
ま
り
、
成
し
遂
げ
た
と
き
の
達
成
感
が
大
き

く
な
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
私
は
分
か
ら
な
い
言
葉
を

調
べ
る
と
き
、
電
子
辞
書
で
は
な
く
、
国
語
辞
典
で
調

べ
、
そ
こ
に
ふ
せ
ん
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。
電
子
辞
書
よ

り
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
国
語
辞
典
に
ふ
せ
ん
が
た

く
さ
ん
付
け
ら
れ
る
た
め
、
ど
ん
ど
ん
言
葉
の
知
識
が

増
え
て
い
く
こ
と
が
実
感
で
き
、
達
成
感
を
覚
え
ま
す
。

課題解決のゴールを明確化
するため，条件を明らかに
しましょう。文の数や字数
を制限することにより，情
報の取捨選択や言葉の精査
を行う力が高まります。

全ての生徒が課題を解
決できるよう，それぞ
れの条件を満たすため
に手掛かりとなる情報
や考えを交流し，視覚
化します。

終末場面において，条件を
一つずつ確認し，自分の記
述にも線を引かせるなどし
て，条件を満たして解答で
きていることを全ての生徒
に実感させましょう。
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日常で使われる
比喩の簡単な例
を紹介して，生
徒に学習への関
心をもたせま
す。

当該の内容が確実に定着し
ているか，学期末や年度末
などに改めて確認し，必要
に応じて，学び直しをしま
しょう。

比
喩
で
広
が
る
言
葉
の
世
界

ふり返り めあて

・比
喩
と
は
ど
の
よ
う
な
表
現
の
技
法
で
す
か
。

・比
喩
を
使
う
こ
と
に
よ
って
、
そ
の
文
（文
章
）に
、

ど
ん
な
効
果
が
あ
り
ま
す
か
。

比
喩
に
つ
い
て
理
解
し
て
、

比
喩
の
効
果
を
考
え
よ
う
。

本授業例は，「旭川市立小・中学校教育課程編成の指針国語編」の資料３－中１－２２に記載の学習内容
２に当たります。

あ
る
事
柄
を
、
似
た
と
こ
ろ
の
あ
る
別
の

事
柄
で
表
す
こ
と

【国語の改善策②】

文章中に用いられる「表現の技法」の内容について，各学年における確実

な習得と確認

中・第１学年「比喩で広がる言葉の世界」 教科書P７３～

課題の見られた問題の出題の趣旨

中３一 表現の技法について理解しているかどうかをみる。

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！
① 「比喩」という表現の技法について理解していること
② 「比喩」が使われている文を選択すること
＜身に付けさせたい資質・能力＞

・表現の技法について理解し，使われている箇所を指摘する力

〈例
①
〉

土

三
好

達
治

蟻
が

蝶
の
羽
を
ひ
い
て
行
く

あ
あ

ヨ
ッ
ト
の
よ
う
だ

〈比
喩
と
は
〉

学習指導要領における領域・内容

〔中・第１学年〕(1)オ

指導すべき内容は，教師が
しっかりと「教える」こと
が重要です。本時のゴール
の姿をイメージして，教え
るべきことと考えさせるべ
きことを整理しましょう。

具体例をもとに比喩の
使われ方を確認し，そ
の具体例に対応する比
喩の効果を「比喩で広
がる言葉の世界」本文
から見つけさせます。旭川市学習プリントの活用

効
果
①

形
状
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
効
果

効
果
②

物
事
の
特
性
を
よ
り
生
き
生
き
と
印
象

づ
け
る
効
果

比
喩

〈比
喩
の
効
果
〉

〈例
②
〉

雷
の
よ
う
な
大
声

比
喩

比
喩
を
使
った
例
文
づ
く
り

やってみよう
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自らの言語活動の高
まりを実感させるた
めに改善後にもう一
度スピーチをする時
間を確保できるよう
にしましょう。

今
、
私
は
、
ぼ
く
は

将
来
の
自
分
に
つ
い
て
、
資
料
を
使
っ
て
効
果

的
な
ス
ピ
ー
チ
を
し
よ
う

ふり返り めあて

・手
直
し
し
た
こ
と
に
よ
って
、
聞
き
手
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
か
。

・こ
れ
か
ら
、
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
と
き
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
気
を
付
け
た
い
で
す
か
。

グ
ル
ー
プ
内
で
ス
ピ
ー
チ
を
聞
い
て
助
言
し
合
い
、

自
分
の
ス
ピ
ー
チ
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
よ
う

本授業例は，「旭川市立小・中学校教育課程編成の指針国語編」の資料３－小６―４３に記載の学習内容
５に当たります。

【国語の改善策③】

「話すこと」，「書くこと」によって情報を発信する場面において，受け手

の立場に立って，伝え方を見直し，改善する活動の設定

小・第６学年「今，私は，ぼくは」 教科書 P２１２～

課題の見られた問題の出題の趣旨

中１三 自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫して
話すことができるかどうかをみる。

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！
① 情報の伝わり方を意識して，話すこと
② 目的や意図に応じて適切に表現できているかを見直して，改善すること
＜身に付けさせたい資質・能力＞

・情報の受け手の立場に立って，伝え方を工夫・改善する力

〈学
習
の
流
れ
〉

①
グ
ル
ー
プ
内
で
お
互
い
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞
い
て
助
言
し

合
う
（

分
）

１５

↓

②
助
言
の
内
容
を
も
と
に
し
て
、
提
示
す
る
資
料
を

見
直
し
た
り
、
ス
ピ
ー
チ
メ
モ
に
工
夫
す
べ
き
点
や

改
善
点
を
書
き
加
え
た
り
す
る
（

分
）

１０

↓

③
工
夫
し
た
点
や
改
善
点
を
意
識
し
て
、
お
互
い
の
ス

ピ
ー
チ
を
も
う
一
度
聞
き
合
う
（

分
）

１０

↓

④
二
回
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞
き
比
べ
、
よ
く
な
った
点
に
つ

い
て
評
価
し
合
う
（５
分
）

〈助言をするときの視点〉

学習指導要領における領域・内容

〔中・第１学年〕（１）ア，話聞ウ

助言の視点が指導事項とつながって
いることが大切です。第５学年及び
第６学年の話すこと・聞くことウで
求められている資料の活用，表現の
工夫という指導事項に沿った助言と
なるようにしましょう。

「話すこと・聞くこと」の学習では，自ら
の言語活動を振り返りづらいという特性が
あります。タブレットを効果的に活用し，
友だちや自分のスピーチの様子を動画で撮
影するなどして，繰り返し振り返ることが
できるようにします。

話
し
方
の
工
夫

・
ス
ピ
ー
チ
に
適
し
た
言
葉
づ
か
い
（
敬

語
）に
な
って
い
る
か

資
料
の
見
せ
方
の
工
夫

・伝
え
た
い
こ
と
と
資
料
が
合
って
い
る
か

・見
や
す
い
資
料
と
な
って
い
る
か

・資
料
を
見
せ
る
タ
イ
ミ
ン
グ

・資
料
を
見
せ
て
い
る
時
間
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場面の様子を図示し
たものや宮沢賢治の
年表など，既習事項
を確認しながら，本
時の課題意識を醸成
します。

単元の学びを生かし，改めて自
分の考えを書く活動を終末に設
定しましょう。この場面で，全
ての児童生徒が条件を満たして
考えを書くことができることを
目指して，計画的に授業を展開
することが大切です。

や
ま
な
し

ふり返り めあて

【国語の改善策④】

正解が一つではない課題の設定と，終末に自分の考えを書く活動の設定

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！
① 正解が一つではない課題に対して，自信をもって自分の考えを表現すること
② 自分の考えを根拠に基づいて文章で記述すること
＜身に付けさせたい資質・能力＞

・自分の考えをもち，文章で表現する力

小・第６学年「やまなし」 教科書P１０３～

本授業例は，「旭川市立小・中学校教育課程編成の指針国語編」の資料３－小６－２３に記載の学習内容
４に当たります。

終末場面で全ての児童
が目指すゴールに達す
ることができるよう，
交流の在り方や時間配
分を工夫します。
（交流はあくまでも手
段です。）

「考えの形成」を目標とす
る時間においては，どの児
童生徒も自信をもって考え
を表現できるよう，多様な
考えが保障される課題を設
定しましょう。

<作者の思い 観点><条件>

作
者
は
、
読
者
に
「
自
然
の
怖
さ
と
豊
か
さ
」
を
伝
え
た
か

った
の
だ
と
思
う
。

「
五
月
」
は
、
魚
や
ク
ラ
ム
ボ
ン
の
死
、
か
わ
せ
み
が
か
に
の

兄
弟
た
ち
を
怖
が
ら
せ
る
場
面
で
あ
る
。
「十
二
月
」
は
、
自

然
の
め
ぐ
み
で
あ
る
や
ま
な
し
が
、
か
に
の
親
子
を
幸
せ
に

さ
せ
る
場
面
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
自
然
の
怖
さ
を
象
徴
し
て
い
る
「
か
わ
せ
み
」

と
自
然
の
豊
か
さ
や
平
和
を
象
徴
し
て
い
る
「
や
ま
な
し
」
の

両
方
を
書
く
こ
と
で
、
自
然
を
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
取
る
こ

と
の
大
切
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
そ
の
中

に
表
さ
れ
た
宮
沢
賢
治
の
優
し
さ
や
願
い
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
と
、
私
は
考
え
る
。

・独
特
の
表
現
か
ら

・「五
月
」と
「十
二
月
」の
対
比
か
ら

・
か
に
の
親
子
に
と
っ
て
の
「
か
わ
せ
み
」

と
「や
ま
な
し
」に
当
た
る
も
の
か
ら

・「や
ま
な
し
」と
い
う
題
名
か
ら

・
宮
沢
賢
治
が
一
番
大
切
に
考
え
て
い

た
こ
と
か
ら

な
ど

※
観
点
は
ど
れ
で
も
よ
い

※
自
分
の
感
じ
方
な
の
で
特
定
の
正
解
は
な
い

一

「
作
者
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
」
に
対
す
る

自
分
の
考
え
を
述
べ
る

二

自
分
の
考
え
と
そ
の
根
拠
と
な
る
内
容
を

述
べ
る

作
者
が
「
や
ま
な
し
」に
こ
め
た
思
い
に
つ
い

て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う
。

・「や
ま
な
し
」に
こ
め
た
思
い
を
ま
と
め
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
着
目
し
ま
し
た
か
。

・こ
れ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
着
目
し
て

物
語
作
品
に
親
し
み
た
い
で
す
か
。

学習指導要領における領域・内容

〔小・第５学年及び第６学年〕読エ

〔中・第１学年〕(２)イ，書ウ

〔中・第１学年〕読ウ

課題の見られた問題の出題の趣旨

小２二 人物像や物語の全体像を具体的に想像することができる
かどうかをみる。

中２三 自分の考えが伝わる文章になるように，根拠を明確にし
て書くことができるかどうかをみる。

中３四 場面と場面，場面と描写などを結び付けて，内容を解釈す
ることができるかどうかをみる。
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課題の見られた問題の出題の趣旨

小２(3) 示された場面のように，数量が変わっても割合は変わら
ないことを理解しているかどうかをみる。

中８(1) 与えられた表やグラフから，必要な情報を適切に読み取
ることができるかどうかをみる。

学習指導要領における領域・内容

〔小・第５学年〕Ｃ変化と関係(3)ア（ア）

〔中・第１学年〕C関数(１)ア・イ

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！

・問題場面から，事柄や関係を数学的に捉えること

＜身に付けさせたい資質・能力＞

・問題場面から事柄や数量の関係を数学的に捉える力

【算数・数学の改善策①】

授業の導入場面において，児童生徒の問題意識を引き出し，算数・数学の問題を見いだす

活動の設定

【授業で心掛けてほしいこと】

・児童生徒が算数・数学の問題を発見するよう働きかけること

算数・数学の問題を初めから提示するのではなく，数学の事象を提示し，児

童生徒の問題意識を高め，数学的に表現した問題を設定する。

☆小学４年「変わり方」（以下，T：教師，C：児童）

①数学の事象を提示する。

T：（正方形を提示し）一辺が１㎝の正方形です。周りの長さは何㎝ですか？

C：４㎝。

T：このように２段にします。周りの長さは何㎝ですか？

（略）

②数学的に表現した問題を設定する。

Ｃ：数えたら８㎝になったよ。C：本当だ。８㎝だ。

T：この後，３段，４段…と増やしていくと，

周りの長さはどうなるかな？

問題 正方形を１０段並べると，周
りの長さは何㎝になるでしょうか。

数学の事象を提示

し，児童生徒とのや

りとりを通して，児

童生徒の問題意識

を高めてから問題

を設定したり提示

したりしましょう。

１段 ２段

１段 ２段 ３段

…

段数が増えたらど

うなるんだろう？

日常生活や社会における具体的な場面を取り上げ，算数・数学の問題を見

いだすことができるよう工夫する。

☆中学１年「比例・反比例」（以下，T：教師，S：生徒）

①日常生活における具体的な問題を提示する。

T：（お弁当の画像を提示しながら）みんななら，お店やコンビニで買った

お弁当が冷たかったらどうしますか？

S：電子レンジで温めます。

T：温める時間はどうやって決めますか？

S：お弁当に表示されている加熱時間の目安を見ます。

T：（加熱時間の画像を提示し）このような加熱時間の目安が書かれていま

した。このお弁当を家に持ち帰って温めようとしましたが，家の電子

レンジの出力は６００Wでした。

②数学的に表現した問題を設定する。

問題 このお弁当を家の電子レンジ【出力６００Ｗ】で温めるとき，加熱

時間は何分にするとよいですか？

日常生活や社会にお

ける具体的な場面か

ら，児童生徒が算

数・数学の問題を見

いだし，解決に取り

組むことができるよ

うに働きかけを工夫

しましょう。

1
500w 2分00秒
1500w 0分40秒
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【算数・数学の改善策②】 

問題を解決して得られた結果や解決過程を振り返って考察する活動の設定 

問題の解決後，発展的に考察する場面を設定する。 
☆小学１年「大きなかず」 
問題 かずのならびかたを見て， 

気付いたことを言いましょう。 
その後数当てゲームを行う。 
数当てゲーム●に入る数をあてましょう。 
※①～⑤は，画用紙等で提示する。 
 
 
 
                     
⇒①，②，③と少しずつ提示する情報を減らし，多様な 
見方で数表を見ることができるようにする。 

 
 
⇒④，⑤のような問題を提示し，数の見方をさらに豊かにしていく。 

 
他の数の並び
方でも当てら
れるかな？ 

課題の見られた問題の出題の趣旨 

小４(4) 示された作図の手順を基に，図形を構成する要素に着目
し，平行四辺形であることを判断できるかどうかをみる。 

中 8(2) 事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明
することができるかどうかをみる。 

 

学習指導要領における領域・内容 

〔小・第４学年〕Ｂ図形(1)ア・イ 

〔中・第１学年〕Ｃ関数(1)イ（イ） 

 

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！ 

① 問題を解決した結果を振り返り，問題場面に適しているか判断すること 
② 問題を解決した結果から，さらに分かることや予測できることについて考えること 

＜身に付けさせたい資質・能力＞ 

・計算などの結果について，日常生活の場面に即して判断したり，発展的に考察したりする力 

 

【授業で心掛けてほしいこと】 

・問題を解決した結果から，新たな課題を見いだす活動を設けること 

 

たて、よこ、
ななめにき
まりを見つ

けたよ！ 
問題を解決し，
得られた結果
を基にして，新
たな問題に取
り組む活動を
位置付けまし
ょう。 

問題の解決後，条件を変更したり条件を加えたりして考える。 

☆中学２年「一次関数」参考：NHK for school 

[問題] 部活Ｔシャツ（定価１枚 2000 円）を５枚以上購入したい。 

A 店：全品 20％OFF B店：５点以上で，2500 円値引き 

どちらのお店で買うのがお得だろ 

うか？ 

◯ｘ枚買うときの代金をｙ円とし 

て，目的に応じて表，式，グラ 

フを使い分けながら数学の問題 

を解決する。 
 
◯得られた結果を現実の事象に戻 
して解釈する。 

◯条件を変えたり追加したりして 
発展的に考察する。 
例：B店：10 点以上で 5000円引き  

問題を解決して得ら
れた結果を，日常生
活や社会の場面に照
らして考えたり，学
んだことを日常生活
で活用したりしまし
ょう。 

{
y = 1600x      

y = 2000x－2500
   

x=6.25 y=10000 

 

６枚までならB店がお得！ 
７枚以上ならA店がお得！ 

グラフ 式 

 
「お得な基準」
はどのように変
わるのかな？ 

数学の問題 

現実の問題 

 
交点の 

x 座標が 

６と７の間 
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必要な情報を選択できるようにする。

☆中学１年「空間図形」

[例①] 問題文や図から問題を解決するために 必要な情報 を選ぶ

⇒表面積の学習場面でも、体積を求める際に示した上の図を用いて，

[問題]次の図の円錐の表面積を求めなさい。

と提示し，問題の解決に必要な情報を選択する場面を位置付け，領域

を通した指導を心がける。

課題の見られた問題の出題の趣旨

小４(３) 図形を構成する要素に着目して，ひし形の意味や性質，
構成の仕方について理解しているかどうかをみる。

中７(１) データの傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現
を用いて説明することができるかどうかをみる。

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！

① 示された図形について４つのプログラムを比較し，必要な情報に着目して判断すること

② ２つのヒストグラムを比較し，根拠を示して説明しやすいコマを選択すること

＜身に付けさせたい資質・能力＞

・問題解決に必要な数値や関係を捉え，数学的に表現・処理する力

・与えられた条件を踏まえて，解決の方針を立てる力

発問を工夫するなどして，数学的な見方・考え方を育てる。
☆小学２年「３つの数の足し算」
問題 トマトは全部で何個？ （式）１５＋６＋４

①よりよい方法を考え判断する習慣を身に付けさせるための発問の工夫
６＋４＝１０から計算した考え方を取り上げる際に，「なぜそうした

の？」ではなく，「６＋４をするといいことがあるの？」と問いかけます。

子どもたちはその考え方に至った理由を述べやすくなり，他の場面で
もよりよい方法を考えようとするようになります。

② 見通しと振り返りを位置付けた練習場面の設定
例えば，「３６＋５９＋４」の練習問題を提示後，「どこから計算する？」

と問いかけ，見通しを持たせます。計算後は振り返りの場面を位置付け，
「４をわざわざ移動させて，３６＋４を先に計算するといいことある
の？」と問いかけます。式の計算をする前に，式を見て，よりよい計算方
法がないかを考えようとするようになります。

T：なぜそうしたの？ T：その方法だと，どのようないいことがあるの？

【算数・数学の改善策③】

問題を解決するために必要な情報やよりよい方法を判断する活動の設定

【授業で心掛けてほしいこと】

・児童生徒が判断する機会を増やすこと

学習指導要領における領域・内容

〔小・第４学年〕B図形(1)ア（イ）

〔中・第１学年〕Ｄデータの活用(1)イ

考えた理由ではなく，

考え方の良いところを

問う機会を意図的に設

定しましょう。

12cm

5cm

[問題]次の図の円錐の体積を求めなさい。

12cm

5cm

13cm
工夫 後の表面積の指導も

考え、母線の長さを
含めた図を提示し、
必要な情報を選択す
る力を培う。

求積に必要
な情報だけ
を与えるだ
けではなく

問題文や図から問題

を解決するために必

要な情報を選び出し

たり，正しい求め方

を選択したりするな

ど，児童生徒が判断

する活動を位置付け

ましょう。
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旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！
① 求め方や答えを式や言葉を用いて説明すること

② 事柄が成り立つ理由を筋道立てて考え説明すること

＜身に付けさせたい資質・能力＞

・求め方や答えを数学的な表現を用いて説明する力

・根拠を明確にして説明する力

誤りのある説明と正しい説明を意図的に取り上げ，正しい求め方を考える。

☆小学５年「割合」

問題 定価3000円の服が，40%引きのねだんで売られています。

この服のねだんは何円でしょう？

⇒個人思考後，誤りのある説明と正しい説明を意図的に取り

上げ，説明する機会を設ける。その後，それぞれの解決

過程の比較を通して誤りの原因を明らかにし，正しく説明

し合う場面を設定する。

※3000ー1200＝1800（円）の考えも取り上げる。

説明 40%は 0.4 倍ということ
だから，3000円に0.4を
かけます。だから，
式3000×0.4＝1200

答え1200円

説明 3000 円の 40%引きは
3000円の 60%になりま
す。だから，

式3000×(1－0.4)＝1800
答え1800円

課題の見られた問題の出題の趣旨

小２(４) 伴って変わる二つの数量が比例の関係にあることを
用いて，未知の数量の求め方と答えを式や言葉を用いて
記述できるかどうかをみる。

中９(２) 筋道を立てて考え，事柄が成り立つ理由を説明する
ことができるかどうかをみる。

学習指導要領における領域・内容

〔小・第５学年〕Ｃ変化と関係(1)イ（ア）

〔中・第２学年〕Ｂ図形(2)イ（イ）

【算数・数学の改善策④】
図や式など，数学的な表現を用いて説明したり，説明を正確・簡潔・明瞭にしたりする
活動の設定

誤

【授業で心掛けてほしいこと】

・児童生徒が理由や根拠を含めて説明する機会を増やすこと

正

誤りのある説明を意

図的に取り上げ，解

決の過程を振り返っ

て改善する活動を取

り入れましょう。

大まかな

流れ
一人一人の児童生

徒が考えを図や式

で表現する機会を

意図的に設定しま

しょう。

○いろいろな考えをもとに，課題を解決できるようにする。

☆中学１年「平方根」

・問いの確認⇒「乗法と同じように加法も計算できるのかな？」

・問題提示

・aやｂに数値をあてはめて考えるなど多様な方法で問題を解決す

る。

① 本時の問題を解決する過程において，自分の考えをペアで伝え合う。

⇒生徒一人一人の多様な考え(本時では，近似値の考え方，面積図の考え方，

分配法則を用いた考え方等)を共有したり，考えを深めさせたりしたい場

面で，「考えを隣の人に話してみましょう。途中まででもいいですよ。」

などと働きかける。

② 本時の問題を解決した後に，確認問題を提示し，ペアで説明し合う。

⇒問題の解決過程で生徒が考えた数値と異なる確認問題を提示し，「(例)

＋ の計算の方法を隣の人同士で説明してみましょう。」と働きかけ，
ペアで伝え合う活動を位置付ける。

［問題] ＋ は， になるのかな？
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課題の見られた問題の出題の趣旨 学習指導要領における領域・内容

小２(４) 自然の事物・現象から得た情報を，他者の気付きの

視点で分析して，解釈し，自分の考えをもち，その内

容を記述できるかどうかをみる。

〔小・第４学年〕
A 物質・エネルギー（２）
〔小・第５学年〕
A 物質・エネルギー（１）ア

旭川の子どもたちは、ここでつまずいた！

① 自然の事物・現象から得た情報から見いだした問題について，解決できるかを検討すること

② 自然の事物・現象から得た情報を，共通点や差異点を基に分析すること

＜身に付けさせたい資質・能力＞

・気付いたことを分析して，解決可能な問題を見いだす力

学習展開

※鉄やステンレスの釘，クリップ（塗料あり，なし），磁石など，磁石に引き付け

られる物や引き付けられない物，鉄以外の金属などを入れておく。

発問 魚釣りゲームでどのようなことに気付きましたか。

共通体験なし 共通体験あり

発問 何を調べますか。 発問 何を調べますか。

【理科の改善策①】

問題（予想・仮説）を見いだす根拠となる共通体験の活動や，解決可能

な問題かを検討する活動の設定

＜指導のポイント③＞

解決可能か検討
導入で行った共通体験

での気付きを共通点，差

異点で「比較」して，

「解決可能な問題」か検

討させましょう。

小学校第３学年 教科書P170～189
「じしゃく」

＜指導のポイント①＞

共通体験の設定
指導内容のうち日常生

活における経験が少ない

ものは，単元の導入で共

通体験をさせましょう。

どのような物が磁石に付くのだろうか。

付く釘（鉄）と付かない釘（ステンレス）があるよ。

色のついたクリップ（塗料あり）も付いたよ。

魚釣りゲームをしよう。導入（共通体験）

磁石は，いつも尾びれの方（S極）が付いて釣れるよ。

鉄を引き付ける

間が開いていても引き付ける

異極同士引き付ける

釣り竿の磁石じゃなく，魚のクリップに別の魚

が釣れたよ。

いろいろな形の磁石を調べたい。

「なぜ」磁石に釘が付くのか調べ

たい。

どんな物が磁石に付くか調べ

たい。

鉄が磁石になるのか調べたい。

問題

その他の問題 ・離れていても，磁石は引き付けるのだろうか。

・磁石に付けると，（鉄は）磁石になるのだろうか。

・磁石同士は，どのように引き付け合うのだろうか。 など

鉄が磁化する

＜指導のポイント②＞

指導内容に着目
単元の導入等で，指導

内容に目が向くような教

材や写真を提示したり，

体験活動をさせたりしま

しょう。

◎中学校とのつながり
問題を見いだす力は，

中学１年で主に重視する

探究の学習過程です。児

童が問題を見いだすこと

ができるよう継続的に指

導しましょう。
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課題の見られた問題の出題の趣旨 学習指導要領における領域・内容
小３(４) 実験で得た結果を，問題の視点で分析して，解釈し，

自分の考えをもち，その内容を記述できるかどうかを

みる。

〔小・第３学年〕

A 物質・エネルギー（３）ア

中２(2) 継続的に記録した空の様子を撮影した画像と百葉箱

の観測データを天気図に関連付けて，天気の変化を分

析して解釈できるかどうかをみる。

〔中・第２分野〕

（4）気象とその変化（イ）㋑

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！

① 結果を，問題の視点で分析して，解釈し，その内容を記述すること

② 記録した画像とデータを関連付けて分析して，解釈すること

＜身に付けさせたい資質・能力＞

・実験結果を事実として分析して，解釈し，具体的な数値などを根拠として表現する力

学習展開（予想・仮説などは省略しています）

問題

結果

考察

発問 どのような結果になりましたか。

発問 自分の予想とくらべてどうでしたか。

発問 調べた結果からどのようなことが分かりますか。

結論

吸いこむ空気 約21％ 吸いこむ空気 ほとんどなし

吐き出した息 約18％ 吐き出した息 約３％

【理科の改善策②】

実験結果の具体的な数値やデータを根拠とし，予想や仮説，問題と照ら

し合わせて考える活動の設定

小学校第６学年 教科書P28～59
「人や他の動物の体」体の中に取り入れた空気

僕の予想と同じで酸素の量は少

し減っていたよ。

人は，息をすることによって，
空気中の酸素を取り入れている
ことが分かったよ。

予想と少し違って，二酸化炭
素はもっと増えると思ってい
たけど少しだけ増えたよ。

人は，息をすることによって，体の中で空気中の何を取り入れ，

何を出しているのだろうか。

＜指導のポイント①＞

「考察」（事実）
実験結果の具体的な数

値に着目した話合いをさ

せましょう。

人は，息をすることによって，体の中で空気中の酸素の一部を取

り入れて，二酸化炭素を含む息を出している。

人は，息をすることによって，
二酸化炭素を吐き出している
ことが分かったよ。

＜指導のポイント②＞

「考察」（解釈）
事前に考えた自分の予

想や仮説と比較してどう

だったのかを振り返らせ

ましょう。

＜指導のポイント③＞

「考察」（解釈）
問題に対してどのよう

なことが言えるのか話合

いをさせましょう。

二酸化炭素は，ほとんどなか
ったけど，吐き出した息には
約3％含まれていたよ。

◎中学校とのつながり
考察の基本的なまとめ

方は同じですから，個人

で考察をまとめる時間を

設定し，全体で交流しな

がら結論につなげるよう

にしましょう。

◆酸素の量 ◆二酸化炭素の量

酸素は，吸いこむ空気は約
21％で，吐き出した息は約
18％だったよ。
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課題の見られた問題の出題の趣旨 学習指導要領における領域・内容
小４(３) 観察などで得た結果を，結果からいえることの視点

で分析して，解釈し，自分の考えをもつことができる

かどうかをみる。

〔小・第４学年〕

Ｂ 生命・地球（４）ア

中２(３) 飛行機雲の残り方を科学的に探究する学習場面にお

いて，地上の観測データを用いて考察を行った他者の

考えについて，多面的，総合的に検討して改善できる

かどうかをみる。

〔中・第２分野〕

（4）気象とその変化（イ）㋐

旭川の子どもたちは、ここでつまずいた！

① 結論を導くための根拠を明確にすること

② 観測データを多面的に考え，総合的に見ることができるようにすること

＜身に付けさせたい資質・能力＞

・仮説の妥当性を検討したり，考察したりする力

学習展開

学習課題

仮 説 二酸化炭素の中には酸素がないからマグネシウムは燃えない。

実験結果

結果の処理

発問 実験結果が仮説と違っていたけど，実験方法に問題はないかな。

発問 酸素がないのに，なぜ，マグネシウムは燃えたのだろうか。

結論

【理科の改善策③】

実験結果が仮説と違った場合に，仮説や実験方法を再検討したり，なぜ

そのような実験結果になるか分析・解釈したりする活動の設定

中学校第２学年 教科書P12～87
「化学変化と原子・分子」

◎小学校とのつながり
より妥当な考えをつく

りだすために，仮説と実

験結果が違う場面では，

仮説や実験方法を見直す

活動を計画的に取り入れ

ましょう。

二酸化炭素の中でマグネシウムは燃えるだろうか。

マグネシウムは二酸化炭素の中で燃焼した。

＜指導のポイント②＞

「考察」（分析・解釈）
実験方法に問題がない

場合は，なぜ，そのよう

な実験結果になったの

か，既習事項を手掛かり

に，多面的，総合的に分

析し，理由を考え（解

釈）させましょう。

酸素が入らないように，二酸化炭素で満たして実験したから，実験方法

に問題はないよ。

もしかして，二酸化炭素（ＣＯ２）から酸素（Ｏ２）をうばったのかな。

マグネシウムは二酸化炭素の中で燃焼し，酸化して酸化マグネシウ

ムとなり，二酸化炭素は還元されて酸素を失い炭素となった。

化学反応式は， ２Ｍｇ ＋ ＣＯ２ → ２ＭｇＯ ＋ Ｃ である。

＜指導のポイント①＞

「考察」（検討・改善）
実験結果が仮説と違っ

た場合は，「仮説」，「実

験方法」などを再検討

し，必要に応じて改善さ

せましょう。

化学反応式で表すと，２Ｍｇ ＋ ＣＯ２ → ２ＭｇＯ ＋ Ｃだね。

ということは，集気びんに付着した黒い物質は，二酸化炭素が酸素を失

ってできた炭素だと思うよ。
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課題の見られた問題の出題の趣旨 学習指導要領における領域・内容

小４(4) 水は水蒸気になって空気中に含まれていることを理

解しているかどうかをみる。

〔小・第４学年〕

Ａ 物質・エネルギー（２）ア

Ｂ 生命・地球（４）ア

中６(3) 地層の広がり方について，時間的・空間的な見方を働

かせながら，ルートマップと露頭のスケッチを関連付

け，地層の傾きを分析して解釈できるかどうかをみる。

〔中・第２分野〕

（2）大地の成り立ちと変化（イ）㋐

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！

① 観察結果について，理科の見方・考え方を働かせて分析・解釈し，既習事項と結び付けること

② 複数の地点の観察結果を比較し，地層の広がり方の規則性を見いだすこと

＜身に付けさせたい資質・能力＞

・理科の見方・考え方を働かせて，自然の事物・現象について多面的，総合的に捉える力

学習展開

課題の把握

左の図は３月１５日午後８時の

やぎ座と金星の様子で，右の

図は，太陽のまわりの金星と

地球の公転軌道と，黄道上の

４つの星座を示している。

学習課題

結論

【理科の改善策④】

既習事項を活用し，理科の見方・考え方を働かせて，多面的，総合的に考

える活動の設定

中学校第３学年 教科書P192～251
「地球と宇宙」

１２星座の位置や惑星の公転の学習を生かして，１か月後の

地球と金星の位置を考え，見え方を推測しよう。

１か月後，地球は３０°進み，金星は約４５°進む。地球から金星

はみずがめ座と重なる位置に見えると考えられる。また，夜明け前

に東の空に見ることができると考えられる。

＜指導のポイント②＞

理科の見方を働かせる
各分野の特徴的な見方を

働かせ，自然の事物・現象

を科学的に探究するために

必要な資質・能力を養いま

しょう。

＜指導のポイント①＞

既習事項を活用
単元の終末などに，身に

付けた知識及び技能などの

既習事項を関連付け，多面

的，総合的に考える活動を

設定しましょう。

◎小学校とのつながり
小学校でも，既習事項を

活用したものづくりや単元

を横断的に活用する学習に

取り組むことが大切です。

中学校では，単元内の学習

で得た知識及び技能を活用

して，自然の事物・現象を

総合的に見たり考えたりさ

せましょう。

３月１５日生まれの人は「うお座」なので，太陽と

うお座が重なって見える位置にあるはずだね。

左の図（地球視点）から，金星とやぎ座

が重なって見えているので，金星は地球

とやぎ座の間にあると思うよ。

地球は３０°，金星は４５°移動するので，1か

月後の位置は，右の図のあたりかな。

発問 現在の地球の位置はどの辺りでしょうか。

発問 現在の金星の位置はどの辺りでしょうか。

発問 １か月で地球や金星はどのくらい移動しますか。

また，１か月後どの位置にありますか。



－２２－

質問項目に「している」「どちらかといえばしている」など，肯定的な回答をした児童生

徒の割合が８０％以上のものを「肯定的な回答が高い割合を示した質問事項」とし，肯定

的な回答が６０％未満のものを「肯定的な回答が低い割合を示した質問事項」として整理

しました。

教科に関する調査結果における正答率の高い児童生徒（Ｕ層）とそれ以外の児童生徒（Ｅ

層）の質問紙調査の回答状況を比較し，各教科の正答率と学習状況・生活習慣との相関関

係を分析しました。

児童生徒に対する質問紙調査の全質問項目（小学校・中学校６９）について，国立教育

政策研究所の報告書では，質問項目を１０個に分類していますが，この国立教育政策研究

所の分類と本市の確かな学力育成プランの３つのカテゴリー（「学びを深める授業づくり」

「落ち着いた学級づくり」「望ましい学習習慣づくり」）との関連付けを図り，下の表のと

おりに整理しました。

カテゴリー 国立教育政策研究所の分類 質問番号

１ 学びを深める

授業づくり

地域や社会に関わる活動の状況等 小 ２７～３１（５問）

中 ２７～３１（５問）

ＩＣＴを活用した学習状況 小 ３２～３７（６問）

中 ３２～３７（６問）

主体的・対話的で深い学びの視点

からの授業改善に関する取組状況

小 ３８～４４（７問）

中 ３８～４４（７問）

総合的な学習の時間，学級活動，特

別の教科 道徳

小 ４５～４８（４問）

中 ４５～４８（４問）

学習に対する興味・関心や授業の

理解度等（国語）

小 ４９～５２（４問）

中 ４９～５２（４問）

学習に対する興味・関心や授業の

理解度等（算数・数学）

小 ５３～６０（８問）

中 ５３～６０（８問）

学習に対する興味・関心や授業の

理解度等（理科）

小 ６１～６９（９問）

中 ６１～６９（９問）

２ 落ち着いた学

級づくり

挑戦心，達成感，規範意識，自己有

用感等

小 ７～１８（１２問）

中 ７～１８（１２問）

３ 望ましい学習

習慣づくり

基本的生活習慣等 小 １～６（６問）

中 １～６（６問）

学習習慣，学習環境等 小 １９～２６（８問）

中 １９～２６（８問）

４ 児童生徒質問紙調査結果

(1) 質問項目の分類の考え方

(2) 分析結果の整理

(3) クロス集計
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(4) 旭川の子どもたちの概況

◆友達の話や意見を最後まで聞いて，話し合いをしている

よ！

◆道徳の授業では，自分の考えを深めたり，学級やグループ

で話し合ったりする活動に取り組んでいたと思うよ！

○学びを深める授業づくり → ◆
○落ち着いた学級づくり → ■
○望ましい学習習慣づくり → ●

小学生

中学生

■いじめはどんな理由があってもいけ

ないことだと思うよ！

■人の役に立ちたいと思っているよ！

■友達と協力するのは楽しいと思って

いるよ！

◆コンピュータなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強に役立つと
思うよ！
◆道徳の授業では．自分の考えを深めたり，学級やグループ
で話し合ったりする活動に取り組んでいるよ！
◆学級では，友達と話し合い，互いの意見のよさを生かして
解決方法を決めているよ！

●朝食を毎日食べている

よ！

●毎日，同じくらいの時

刻に起きているよ！

●毎日，同じくらいの時

刻に寝ているよ！

■いじめはどんな理由があってもいけ

ないことだと思うよ！

■人の役に立つ人間になりたいと思う

よ！

■友達と協力するのは楽しいと思う

よ！

◆国語や算数の勉強は大

切だと思うよ！

◆国語や算数の授業で学

習したことは，将来，

社会に出たときに役に

立つと思うよ！

◆理科の授業の内容はよ

くわかるよ！

◆友達と意見を交換する場面や自分の考えをま
とめ，発表する場面で週１回以上ＩＣＴ機器
を活用している児童の割合は低い。

■難しいことでも，失敗を恐れないで挑戦して
いる児童の割合は低い。

●普段，１日当たり１時間以上テレビゲームを
する，３０分以上ＳＮＳや動画視聴などをす
る児童の割合が高い。

◆友達と意見を交換する場面や自分の考えをま
とめ，発表する場面で週１回以上ＩＣＴ機器
を活用している生徒の割合は低い。

■困りごとや不安について，先生や学校にいる
大人にいつでも相談できると回答している生
徒の割合は低い。

●普段，１日当たり１時間以上テレビゲームを
する，３０分以上ＳＮＳや動画視聴などをす
る生徒の割合が高い。

◆国語や数学の勉強は大

切だと思うよ！

◆国語の授業で学習した

ことは，将来，社会に

出たときに役に立つと

思うよ！

◆理科の授業で，観察や

実験の結果をもとに考

察しているよ！

◆コンピュータなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強に役立つと
思うよ！

◆授業は，自分に合った教え方，教材，学習時間などになっ
ていると思うよ！

◆学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを
深めたり，広げたりすることができているよ！

●毎日，同じくらいの時

刻に起きているよ！

●朝食を毎日食べている

よ！

●毎日，同じくらいの時

刻に寝ているよ！
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(5) 小学校

①「学びを深める授業づくり」について

○ ４３質問項目中，２１項目において肯定的な回答が高い割合を示しました。一方，
「普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，スマートフォンやコン
ピュータなどのＩＣＴ機器を，勉強のために使っていますか」などの７項目におい
て，肯定的な回答が低い割合を示しました。

○ 3年間の経年比較では，５項目において肯定的な回答が増加傾向にありました。一
方，「算数の授業で学習したことを，普段の生活の中で活用できないか考えますか」
などの３項目において，肯定的な回答が減少傾向にありました。

○ 正答数の多い児童は，「５年生までに受けた授業で，自分の考えを発表する機会で
は，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表し
ていたと思う」「５年生までに受けた授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，
自分から取り組んでいたと思う」などと思っている割合が高い傾向にあります。

○ 学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思いま
すか（96.６%）

○ 国語や算数の勉強は，大切だと思いますか（国語：9６.１%，算数：9５.０%）

○ ５年生までに受けた授業で，ＰＣ・タ
ブレットなどのＩＣＴ機器をどの程度使
用しましたか
※週１回以上を肯定的な回答としました

○ 学級の友達との間で話し合う活動を通
じて，自分の考えを深めたり，広げたり
することができていますか

○ 学習した内容について，分かった点や，よく分からなかった点を見直し，次の学習
につなげることができていますか

本課題の改善策については，Ｐ２８へ

肯定的な回答が特に増加傾向にある質問項目

正答数の多い児童（Ｕ層）とそれ以外の児童（Ｅ層）とのクロス集計

分析結果

肯定的な回答が特に高い割合を示した質問項目
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②「落ち着いた学級づくり」について

③「望ましい学習習慣づくり」について

○ １２質問項目中，８項目において肯定的な回答が高い割合を示し，肯定的な回答が

低い割合を示す項目はありませんでした。

○ ３年間の経年比較では，２項目「いじめは，どんな理由があってもいけないことだ

と思いますか」「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」において，肯定的な回

答が増加傾向にありました。

○ いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか（98.９%）

○ 人の役に立つ人間になりたいと思いますか（95.８%）

○ １４質問項目中，５項目において肯定的な回答が高い割合を示しました。一方，

「新聞を読んでいますか」など，2項目において，肯定的な回答が低い割合を示しま

した。

○ ３年間の経年比較では，肯定的な回答が増加傾向にある項目はありませんでした。

「朝食を毎日食べていますか」など，２項目において，肯定的な回答が減少傾向にあ

りました。

○ 朝食を毎日食べていますか（9２.８%）
○ 毎日，同じくらいの時刻に起きていますか（9１.４%）

※（ ）内の数値は，全国との差を表しています

○ 朝食を毎日食べていますか（▲1.6）

○ 学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時

間，読書をしますか（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く）（▲２.４）

※この質問項目については，３０分以上の割合を全国の数値と比較しました。

○ 朝食を毎日食べていますか ○ 新聞を読んでいますか

分析結果

肯定的な回答が特に高い割合を示した質問項目

肯定的な回答が特に全国の数値を下回った質問

分析結果

肯定的な回答が特に高い割合を示した質問項目

肯定的な回答が特に減少傾向にある質問項目

本課題の改善策については，Ｐ２９へ

本課題の改善策については，Ｐ３０，３１へ
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(６) 中学校

①「学びを深める授業づくり」について

○ ４３質問項目中，１３項目において肯定的な回答が高い割合を示しました。一方，
「普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，スマートフォンやコン
ピュータなどのＩＣＴ機器を，勉強のために使っていますか」などの１１項目におい
て，肯定的な回答が低い割合を示しました。

○ 3年間の経年比較では，８項目において肯定的な回答が増加傾向にありました。一
方，１項目「今住んでいる地域の行事に参加していますか」において，肯定的な回答
が減少傾向にありました。

○ 正答数の多い生徒は，「授業で，自分の考えを発表する機会では，自分の考えがう
まく伝わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表していたと思う」「授
業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいたと思う」などと
思っている割合が高い傾向にあります。

○ 学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思いま
すか（9３.５%）

○ 国語の勉強は大切だと思いますか（9３.５%）

○ １，２年生のときに受けた授業で，
ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器をど
の程度使用しましたか
※週１回以上を肯定的な回答としました

○ 学級活動における学級での話合いを生
かして，今，自分が努力すべきことを決
めて取り組んでいますか

○ １，２年生のときに受けた授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から
取り組んでいましたか

正答数の多い児童（Ｕ層）とそれ以外の児童（Ｅ層）とのクロス集計

分析結果

肯定的な回答が特に増加傾向にある質問項目

肯定的な回答が特に高い割合を示した質問項目

本課題の改善策については，Ｐ２８へ
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②「落ち着いた学級づくり」について

③「望ましい学習習慣づくり」について

○ １２質問項目中，７項目において肯定的な回答が高い割合を示し，肯定的な回答が

低い割合を示す項目はありませんでした。

○ ３年間の経年比較では，２項目において肯定的な回答が増加傾向にありました。一

方，減少傾向にある項目はありませんでした。

○ いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか（98.０%）

○ 人の役に立つ人間になりたいと思いますか（9４.８%）

○ １４質問項目中，３項目において肯定的な回答が高い割合を示しました。「学校の

授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，読書を

しますか（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く）」などの２項目において，肯定的な

回答が低い割合を示しました。

○ ３年間の経年比較では，肯定的な回答が増加傾向にある項目はありませんでした。

一方，２項目「朝食を毎日食べていますか」「新聞を読んでいますか」において，肯

定的な回答が減少傾向にありました。

○ 毎日，同じくらいの時刻に起きていますか（９２.２％）
○ 朝食を毎日食べていますか（８９.２%）

※（ ）内の数値は，全国との差を表しています

○ 朝食を毎日食べていますか（▲２.７）
○ 学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時
間，勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時
間，インターネットを活用して学ぶ時間も含む）（▲４.９）
※この質問項目については，１時間以上の割合を肯定的な回答としました。

○ 朝食を毎日食べていますか ○ 新聞を読んでいますか

肯定的な回答が特に高い割合を示した質問項目

肯定的な回答が特に高い割合を示した質問項目

肯定的な回答が特に全国の数値を下回った質問

分析結果

分析結果

肯定的な回答が特に減少傾向にある質問項目

本課題の改善策については，Ｐ２９へ

本課題の改善策については，Ｐ３０，３１へ
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情報活用能力は，学習の基盤となる資質・能力の一つであり，各教科等の特質を生かし教科横断
的な視点から育成を図ることが求められています。ＩＣＴ機器を活用し，主体的・対話的で深い学
びの実現に向けた授業改善を推進することが期待されています。
ＩＣＴ機器を効果的に活用し，「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させるこ

とにより，授業改善を図ることができます。

５ 児童生徒質問紙調査結果の課題の改善策

タブレット端末などのＩＣＴ機器を活用した授業改善の在り方

質問紙調査における児童生徒の回答状況等：ＩＣＴを活用した学習状況，学習理解

○タブレット端末などのＩＣＴ機器を活用し，考えをまとめたり，発表したりする時間など，授業でＩＣＴ機
器を活用する時間は，週１回以上と回答した児童生徒の割合が小中ともに全国を上回りました。
○中学校では「数学の授業の内容はよく分かりますか。」の質問項目において，全国を下回りました。
○ＩＣＴ機器の活用場面が増えており，学習内容の理解につながるよう，目的に応じて効果的に活用し，主体
的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進めていくことが大切です。

こんなふうに
思うこと，あり
ませんか？

「タブレット端末が整備されて使う機会が増えたけど，どん
なときに，どのように活用しているの？」「様々な学力の児
童生徒に対応する方法とは？」

１ 個別最適な学び
○児童生徒が自己調整しながら学習を進めていくことができるよう指導

します。

２ 協働的な学び
○ねらいに合わせて多様なものの見方を身に付けたり，思考を深めたり

するために，協働して活動する場面を設定します。

学習場面(個別)【指導の個別化と学習の個性化】

◇知識・技能の習得

や向上

◇指導の個別化と学

習の個性化の充実

◇思考力や表現力の

育成

◇新たな表現や考え

方への気付き

◇意見交流の活発化

と思考の深まり

◇議論の深まりと課

題に対する意見の

整理

学習場面(協働)【発表や話合い，意見整理，多様な他者との協働】

・児童生徒の学力に応じた学習カードを作成する。
→ミライシードのオクリンク（課題別カード作成）
Google Classroomの課題機能（学習進度，到達度に応じた課題作成）

・発音・朗読・演奏などの活動の様子を記録・再生して，自己評価に基づ

く練習を行う。
→カメラ機能，ボイスメモ，ウゴトルなど

・習熟の程度に応じたドリル等のデジタル教材を用いたり，問題を配付し

たりする。
→ミライシードのドリルパーク，Google Forms など

・学習の記録（振り返りなど）を蓄積する。
→ミライシードのオクリンク，Google Classroomの課題機能など

・テキストや動画で表現や考えを記録・共有し，何度も見直しながら話し
合う。
→ミライシードのオクリンク，Google Classroomの課題機能

・互いの考えを視覚的に共有し，複数の考えを比較する。
→ミライシードのオクリンク（評価表示機能），Jamboard

・遠隔地の専門家や他の学校・地域など多様な他者と交流する。
→Google Meet，Zoom

このような効果が
期待できます！

ＩＣＴ機器を活
用した学習記録
の蓄積などは，教
師の負担軽減に
もつながります。

個別最適な学びと協働的な学びの例

学びを深める授業づくり
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自尊感情や自己有用感，自己肯定感を高める指導

質問紙調査における児童生徒の回答状況等：自己有用感，達成感等

○「難しいことでも，失敗を恐れないで挑戦している」の質問項目において，肯定的に回答している

児童生徒の割合が，全国を下回りました。また，「自分にはよいところがあると思う」の質問項目

において，肯定的な回答が小学校では全国を上回りましたが，中学校では全国を下回りました。

○学校は，児童生徒にとって，一人一人が認められ，自信をもってできることを増やし，仲間と共に

生きる力を育む，楽しくて魅力的な場所であることが大切です。

落ち着いた学級づくり

児童生徒の自己有用感や自己肯定感を高めるためには，日常生活の様々な場面で，他者

（教師や仲間など）から褒められたり，認められたりすることを通して，自己理解や自己

受容を進め，自分への肯定的な気付きを促していくことが重要です。

１ 自己の成長や変容を自覚するためのキャリア・パスポートの活用
○キャリア・パスポートの記録を基に，話し合い活動を行います。他者との関わりを通し

て，自分への肯定的な気付きや，よさの自覚を促すことができます。

２ 「心」をテーマにした授業の推進
○学級・学年の実態に応じた「心」に関わる授業を実施することで，児童生徒の自己理解

や自己受容につなげることができます。授業の内容について，スクールカウンセラーに

相談することも有効な方法です。

児童生徒の自己有用感や自己肯定感を高める具体例

こんなふうに思
うこと，ありま
せんか？

「自分は役に立っているという実感を持たせたい。
（自己有用感）」「自分のことが好きだと，自信を
もって思えるようになってほしい。（自己肯定感）」

（実践例）小学校６年 学級活動「中学校に向けて」
中学校３年 学級活動「高校に向けて」

キャリア・パスポートの記録を基に，1年間を振り返り，話し合う場面

キャリア・パ
スポートは，
学年・校種間
で引き継がれ
るため，教師
も切れ目のな
い関わりを維
持できます。

（実践例①：小学校高学年）「心を落ち着けて話してみよう（ストレス・マネジメント）」

日常生活の中で「腹が立って言い過ぎたと思ったこと」や「言えずに我慢し，悔しい

思いをしたこと」を想起し，感情を落ち着かせる自分なりの方法を考える授業。

→授業を通して考えた方法を積極的に用いてみようとする意欲や，感情を落ち着かせること

で，お互いにとってよりよい考えが浮かぶことに気付くことができる。

（実践例②：中学校）「幸せって何？（自己理解）」

自分にとっての「幸せ」とは何かを振り返り，仲間と共有しながら，「幸せ」の意味

や重要性について考える授業。

→授業を通して，自分や仲間にとって，それぞれの「幸せ」があることに気付き，自己理解，

他者理解を深めることができる。

最初は，○○ができなか
ったけど，今はできるよ
うになったな。

そういえば，私もでき
るようになったな。

中学校（高校）で，Ａ
さんのように，頑張る。

中学校（高校）では，
成長を生かして．さら
に○○に挑戦しよう。

教師も，児童生徒

のよさを積極的に

認めましょう。

課題の改善策２
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家庭におけるＳＮＳや動画視聴・ゲームの使用が，規則正しい生活や，計画的な学習

の妨げとなる一因となっていることが考えられます。

「学習習慣・生活習慣確立月間」を機に，ＳＮＳ等との関わりの見直しを含めた生活

習慣と学習習慣の定着を図る指導を行うことが効果的です。

「学習習慣・生活習慣確立月間」を生かした取組

質問紙調査における児童生徒の回答状況等：基本的生活習慣等，学習習慣・学習環境等

○「普段学校の授業以外に１日当たりどのくらいの時間，勉強をしますか」「土曜日や日曜日など学校が休み

の日に１日当たりどのくらいの時間，勉強をしますか」の質問項目において，１時間以上と回答している

児童生徒の割合が小中ともに全国を下回りました。また，「朝食を毎日食べていますか」「毎日，同じくら

いの時刻に寝ていますか」の質問項目において，肯定的に回答している児童生徒の割合が全国を下回りま

した。

○ＳＮＳや動画視聴・ゲームとの関わりを見つめ直し，規則正しい生活や計画的に学習に臨む態度を，自ら

計画を立てて実践することを通じて身に付けさせていくことが大切です。

望ましい学習習慣づくり①

１ 子どもの段階やねらいに合ったチェックシートの選択

２ 活用の仕方の工夫
○「家庭学習の手引き」等の配付に併せて用いたり，取組後に学校評価等で取組の成
果を検証したりするなど，年間の学力向上ロードマップに位置付けた上で，他の学
習面・生活面の指導と有機的に関連付けると効果的です。

○小・中学校が連携し，実施時期をそろえるなどの工夫により，小学校と中学校に児
童生徒が在籍する家庭においては，保護者が子どもに指導しやすくなります。

○児童生徒による「振り返り」を通信で発信する等，取組の意義を広く伝えることに
より，学習習慣・生活習慣作りに向けた意識の改善を図ることが期待できます。

計画表・チェックシートを活用した習慣作り

○「生活リズムチェックシート」･･早寝・早起き，食事などの基本的な生活習慣の確立
○「ＬＳシートⅠ」･･････････････生活リズムと学習を自ら計画，振り返り
○「ＬＳシートⅡ」･･････････････主にＳＮＳとの関連を意識した具体的な学習計画の作成と

振り返り（「テスト計画表」など
にも活用できます）

○「ＬＳシートⅢ」･･････････････家でのメディアとの関わり等の生活
や学習の振り返り，計画，改善点な
ど

★「ＬＳシートⅢ」のポイント
①実施のねらいなどを記入できる欄を設けました。
②家での時間の使い方を振り返る項目が増えました。（※課題の改
善策４「家庭における生活の見直しと情報発信」を参照）
③振り返りを重視した記載に変更しました。

子どもの実態やねらい

に応じて，改良しなが

ら使ってください。

こんなことを感じ
ていませんか？

「計画表やチェックシートはいろいろ試したけど，
なかなか活用が定着しない。」「どれをどのように取
り組ませたら，学習習慣・生活習慣の定着に結び付
くのだろう。」

～過去の学習習慣作りの取組（「ＬＳシートⅡ」の振り返りの欄）から～
・計画を立てて勉強するとやる気などが変わった気がしました。少しずつ習慣化していけるよ
うにしたいと思いました。（生徒Ａ）
・この取組のおかげで勉強のスイッチが入りました。（生徒Ｂ）
・気持ちの変化があったようで，机に向かう時間が増え，頑張っている様子が見られました。
この気持ちを忘れず継続してほしいです。（保護者Ｃ）
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メディアとの適切な接触を促し，質の高い自主学習を目指す指導の在り方

質問紙調査における児童生徒の回答状況等：基本的生活習慣等，学習習慣・学習環境等

○「家で自分で計画を立てて勉強していますか」の質問項目において，肯定的に回答している児童生徒の割合

が全国を上回りました。しかし，「学校の授業時間以外に，普段，１日当たりどれくらいの時間，勉強します

か」の質問項目において，小中ともに肯定的に回答している児童生徒の割合は全国を下回りました。また，

「普段，１日当たりどれくらいの時間，テレビゲームをしますか」，「普段，１日当たりどれくらいの時間，

携帯電話やスマートフォンでＳＮＳや動画視聴などをしますか」の質問項目においては，１時間以上してい

ると回答した児童生徒が全国を上回り，課題と考えました。さらに，「毎日，同じぐらいの時刻に寝ています

か」の質問項目は，小学校が全国を上回りましたが，中学校では下回りました。

○児童生徒に質の高い自主学習を計画的に取り組ませるためには，自主学習の取組の必要性を啓発するととも

に，家庭での時間の使い方を見直していくことが大切です。

望ましい学習習慣づくり②

こんなことを感
じていません
か？
ありませんか？

「生活リズムチェックシートでメディア使用時間が長く，
自主学習や睡眠の時間が短い子どもがいる。」「家庭にアウ
トメディアの協力をお願いしたい。」

見通しをもって計画的に質の高い自主学習に取り組ませるためには，自主学習の計画を

立てる際に「家庭における時間の使い方」についての指導を行うことが必要です。

また，家庭の協力を得るために，自主学習の必要性やメディア利用の功罪について「情

報発信」を行うことが大切です。

１ 家庭における時間の使い方についての指導
子どもたちの放課後は，部活動や習い事，塾，買い物，友だちとの遊びなど様々

です。睡眠時間を減らし，自由時間を確保しようと考える傾向が高くなります。しかし，

睡眠不足は脳に影響を及ぼし，思考力や記憶力，集中力の低下をもたらすと言われるため，

充分な睡眠時間の確保，また，中学3年生の部活動引退後は，部活動の時間をどのように

使うかを考えさせる指導が必要です。年度途中であっても，必要に応じて家庭での時間の

使い方を見直す指導を行います。

２ 小中連携による長期的な視点でのアウトメディアの取組
メディアと接する時間が長くなると，学習内容の定着，良質な睡眠，心の安定等に影響

を及ぼします。特に，メディアに接する時間やマナーについての取組は，家庭の協力は必

須です。中学校区の小中学校でアウトメディアガイドラインを策定し，長期的な視点で，

小学校・中学校・家庭の三者の共通理解の下で，子どもたちに指導することが大切です。

家庭における生活の見直しと情報発信

例 中学2年生（部活動後18時帰宅 翌朝8時に登校 家庭での時間は14時間）
30分単位のブロックを14時間分用意し，自分がしたいこと，しなければならないことに何

個のブロックが必要か考えさせます。小学生であれば15分単位がよいかもしれません。

(睡眠８時間 自主学習1.5時間 メディア1.5 時間 夕食・朝食・入浴１時間 その他２時間)

例 市内小・中学校での実践から ～アウトメディアガイドライン～
「自分自身を大切にする視点」で，①１日の使用時間，②利用方法，③夜間の利用，④寝る前

のルール，「家族や友人を大切にする視点」で，①ＳＮＳ，②課金，③ネットでの買い物，④ノ
ーメディアデー，についてガイドラインを設定し，リーフレットを作成しています。ガイドライ
ンについては，小学校１年生～４年生，小学校５年生～中学校３年生で，発達段階に合わせて設
定しています。リーフレットについては，ホームページにおける掲載や保護者への配付等でお知
らせし，家庭でのメディア利用のルールづくりに生かしています。学校や家庭が同じ視点で，共
通理解を図って指導しています。

時間の使い方について「現実」を

振り返り，「理想」を持たせ，そ

の実現に向けて努力させる指導

も必要ですね。



おわりに

「調査結果報告書・指導の改善策」及び「旭川市学力向上学習プリン

ト集」は，次の皆様に御協力いただき，作成しました。

御協力いただきました旭川市授業力向上プロジェクト各チームの皆様に

心から感謝を申し上げます。

旭川市授業力向上プロジェクト
国語チーム 算数・数学チーム
委 員 長：千葉 昌之（永山西小校長） 委 員 長：千葉 雅樹（広陵中校長）
副委員長：石川 憲一（新富小教頭） 副委員長：武田 要（永山小教頭）

成田麻友子（春光台中教頭） 高綱 智美（神楽中教頭）
委 員：中島 康博（春光小主幹教諭） 委 員：花本 明典（永山西小主幹教諭）

西山あずさ（永山小教諭） 岡田 哲（緑が丘中主幹教諭）
高橋 孝明（旭川第３小教諭） 櫻井 里佳（知新小教諭）
岩城 卓也（明星中教諭） 須郷 純弥（北鎮小教諭）
嶋田 剛（神居中教諭） 金川 一代（近文小教諭)
椎名 俊文（神楽中教諭） 中佐藤一徳（北門中教諭）
狩集 慶一（緑が丘中教諭） 廣野 裕介（緑が丘中教諭）

青木 俊也（永山南中教諭）
早川 裕章（神居東中教諭）

理科チーム 学習習慣・生活習慣改善チーム
委 員 長：上原 大岳（六合中校長） 委 員 長：佐藤 美鶴（東町小校長）
副委員長：五十嵐 徹（春光小教頭） 副委員長：桝本 智史（愛宕小教頭）
委 員：馬場 大輔（神居東小主幹教諭） 中島 圭介（旭川中教頭）

進藤 貴史（明星中主幹教諭） 委 員：千葉 操（東五条小主幹教諭）
加藤 久貴（朝日小教諭） 太田 貴幸（忠和小主幹教諭）
中野 健（永山小教諭） 蛯名 伸也（永山南中主幹教諭）
島野 夏美（西御料地小教諭） 村田 靖彦（愛宕中主幹教諭）
藤橋 真臣（永山南小教諭） 平野 尚人（旭川第３小教諭）
田中 秀平（永山中教諭） 佐藤 太一（広陵中教諭）
鎌田 康裕（神楽中教諭）
栄 耕平（東陽中教諭）
新井 崇仁（愛宕中教諭）

（敬称略，職名は令和４年１１月現在）

この他，本調査結果報告書等の全般にわたり，旭川市教育委員会において以下の者が担当した。

品田 幸利 旭川市教育委員会学校教育部長

辻並 浩樹 旭川市教育委員会学校教育部次長

眞田 眞 旭川市教育委員会学校教育部次長

末木 良典 旭川市教育委員会学校教育部教育指導課主幹

白石 真 旭川市教育委員会学校教育部教育指導課長補佐

常盤 慎一 旭川市教育委員会学校教育部教育指導課長補佐

忠海 盛弘 旭川市教育委員会学校教育部教育指導課長補佐

竹中 一三 旭川市教育委員会学校教育部教育指導課長補佐

角地 祐輔 旭川市教育委員会学校教育部教育指導課主査

小山和歌子 旭川市教育委員会学校教育部教育指導課主査

柳澤 麻弥 旭川市教育委員会学校教育部教育指導課主査

五十嵐 敬 旭川市教育委員会学校教育部教育指導課主査

沼澤 和範 旭川市教育委員会学校教育部教育指導課主査

近田 博信 旭川市教育委員会学校教育部教育指導課主査


